
 

本 日 第２２４５回 ２０１７年５月２６日（金）  No.２１３０ 
 

 
前 回 第２２４４回 ２０１７年５月１９日（金）  記  録 

 

〇斉唱：「日も風も星も」 

ゲスト：2017-18 年度米山記念奨学生 陳文娟さん 

来訪者：愛知長久手 RC 山田 文明君 

    愛知長久手 RC  伊藤  真君 

出席者：会員 21 名中 21 名出席 出席率 100.00％ 

前々回補正出席率 4 月 28 日分 90.47％ 

 皆さんこんにちは。今

日は第2244回の例会で

す。ゲストのご紹介をし

ます。この 4 月より

2760 地区米山記念奨学

生になられました陳文

娟さんです。1 年間当クラブが世話クラブとしてお

付き合いをしていきますのでどうぞよろしくお願

いいたします。古橋エツ子さんにカウンセラーを勤

めていただきます。古橋裕志米山副委員長共々よろ

しくお願いいたします。陳さんは中国江西省のお生

まれで、現在名古屋学院大学社会科学科の修士 2 年

生です。インターネット上で日常的に発生している

大量な情報（ビッグデータ）をビジネス分野へ活用

する研究をされています。みなさんと有意義な関係

を構築されて内容のある 1 年にしていってくださ

い。後ほど今月の奨学金をお渡しします。その折に

ご挨拶を頂きます。また今日は久しぶりに 2 名の来

訪者がきてくださいました。愛知長久手 RC より山

田文明さんと伊藤真さんです。お聞きするところに

よりますと当クラブの例会を勉強しに来ていただ

いたとのこと。我々も一生懸命に努めますのでどう

ぞ最後まで楽しんでいってください。さて先週は旭

野高校での持ち出し例会でした。恒例のワイヤーロ

ックを 1 年生 400 名にお渡しすることができまし

た。加藤青少年奉仕委員会委員長を始めとして携わ

っていただいたメンバーの皆さんに改めて感謝い

たします。私は土曜日日曜日の 2 日間尾張旭観光協

会主催の「輪島市白米千枚田田植えバスツアー」に

参加してきました。今回 4 回目だそうですが、私は

一昨年に続いて 2 回目の参加でした。1004 枚の田

んぼがあるわけですが実際に耕作しているのは1軒

のみです。それ以外は尾張旭市のようなオーナー制

度の会員や地元のボランティアで耕作を賄ってい

ます。尾張旭市がオーナーになっている田んぼの田

本日のプログラム  Today's Program 
 

点      鐘   
ロータリーソング 「 奉仕の理想 」 

卓話担当者：プログラム委員会 
  
卓 話 者 ：菊田 利昭君 
 
演    題 ：「遺言の基本」 

 会長あいさつ 山田 直樹 

       
ロータリー親睦活動月間 

                            

  
例 
 
会 

 

予 
 

定 

６月２日（金） ６月９日（金） ６月１６日（金）  ６月２４日（土） 

卓話担当者:冨田 晃君 
卓話者：   〃 

演題：「 雑話 」 
 

卓話担当者:ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ委員会 
卓話者：名古屋産業大学 

非常勤講師 ﾌｰﾄﾞｱﾅﾘｽﾄ 
      今井 敦子様 
演題：「大人の食育・生きる 

ことは食べること、 
そして楽しむこと」 

卓話担当者:山田会長 
卓話者：   〃 

演題：「第 6 回クラブ 
フォーラム」 

 

夜間例会 
 

（6 月 23 日振替） 
於ラクテイクス 
18：15 受付 

18：30 点鐘 
 



植えをし、余った時間は他のオーナーの田んぼの田

植えを手伝いました。1 日間のみの田植えのため全

国から 400 名以上の人たちが手伝いにきていまし

た。壮観な風景でした。輪島市と尾張旭市は防災協

定を結んでいます。チャンスがあれば輪島のロータ

リークラブとの交流ができたらと今回思いました。

みなさんたまには 

田植えで汗をかくのもいいものですよ。 

･5/14(日)第 2 回地区内青少年奉仕委員長会議  

    於ｷｬｯｽﾙﾌﾟﾗｻﾞﾎﾃﾙ 加藤青少年奉仕委員長 

    出席 

･5/16(火)４RC 現･次期会長･幹事会 於ふく運 

    山田会長､仲澤幹事､西尾会長ｴﾚｸﾄ､菊田副

幹事､事務局 出席 

･5/17(水)第 2 回地区内ｸﾗﾌﾞ社会奉仕委員長会議 

    於名鉄ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ 古橋 裕志社会奉仕委

員長 出席 

本日の会合：第 5 回現･次期ｸﾗﾌﾞ協議会 於尾張旭 

   市商工会館内 第一会議室 13：40～ 

次回の例会：早朝例会から通常例会へ変更 

  

 

〇結婚記念日祝福 

5 月 19 日谷口 伸夫君  
 
 
 

 
 
〇誕生日祝福 
5 月 1 日飯田  幸雄君 

  ご夫人  澄子様 
5 月 5 日金森  俊輔君 

   ご夫人 秀子様 
5 月 10 日江尻  豪君 
5 月 27 日谷口 伸夫君 

5 月 31 日松永 洋子君 
   ご主人  光嗣様 

 

㊧ 2017-18 年度 

  米山記念奨学生 

  陳 文娟さん 

㊨ 米山記念奨学生 

  カウンセラー 

  古橋 エツ子君 

 

〇歴史ある尾張旭 RC へ勉強にまいりました。よろ

しくお願い致します。 

愛知長久手 RC 山田 文明君 
 

〇本日勉強に参りました。どうぞ宜しくお願いいた

します。    愛知長久手 RC 伊藤  真君 

〇本日の例会に米山奨学生陳文娟さん、愛知長久手

RC の山田さんと伊藤さんをお迎えしました。歓

迎致します。          山田 直樹君 

〇結婚記念日を祝って頂き。    谷口 伸夫君 

〇誕生日を祝って頂き。      谷口 伸夫君 

江尻 豪君 

〇家内の誕生日を祝って頂き。   飯田 幸雄君 

金森 俊輔君 

〇主人の誕生日を祝って頂き。   松永 洋子君 

〇ｸﾗﾌﾞ運営委員長として今日から年度内ニコボッ

クス強化日とします。会員のご理解を。 

箕輪 良孝君 

〇留学生の陳さん、1 年間よろしくお願いいたしま

す。                           古橋 エツ子君 

〇米山記念奨学生陳文娟さん、ようこそ。これから

宜しく御願い致します。 

古橋 裕志君、箕輪 良孝君、森井 晴生君 

〇愛知長久手 RC 山田さん、伊藤さん、ようこそい

らっしゃいました。楽しんでくださいませ。 

          加藤 清久君、箕輪 良孝君 

〇今日、卓話を担当します。よろしくお願いします。 

                舟橋 龍秀君 

〇舟橋龍秀君の卓話を楽しみにしています。 

   浅野 善吉君、金森 俊輔君、菊田 利昭君 

   髙島  昇君、箕輪 良孝君 

〇本日 100％出席です。大変うれしい事です。 

                加藤 清久君 

〇団々亭別館、有志の会、明日開催します。皆さん

よろしくお願いします。     加藤 清久君 

〇舟橋先生、菊田先生、昨夜は大変お世話になりま

した。             桜井 雅博君 

〇早退させていただきます。    江尻  豪君 

日時：2017 年 5 月 19 日（金） 

場所：尾張旭市商工会館内 第一会議室 13：40～ 

議題：１）山田年度を振り返って 

     ・国際奉仕はなし。 

 

   ２）西尾年度への引き継ぎ事項 

     ・親睦の花は引き継ぐ。 

     ・青少年奉仕の市子連主催の大会協賛は 

      打ち合わせする。 

     ・ホームページの作成。 

幹事報告 

おめでとう 

ニコボックス 

第5回現・次期クラブ協議会 



  

 

 

 

 

 

 

「大人の自閉症スペクトラム障害」  舟橋龍秀 

 

自分たちの周囲を見渡す時、何かちょっと波長の合

わない人、空気が読めず周囲の人とうまく交流でき

ない人がいます。以前は「変な奴」とか「変わり者」

とか呼ばれていた人たちですが、最近は、こういう

人たちの幾分かは、「自閉症スペクトラム障害

（ASD）」と呼ばれるようになりました。これは、例

えば、統合失調症や躁うつ病のような、狭い意味で

の精神病ではなく、その人の「特性」あるいは「個

性」であるという考え方が、精神医学の分野では、

だんだんと主流になってきました。 

 ASD の人たちは、次のような特徴があります。ま

ず一つ目は、社会的コミュニケーションの障害です。

言葉によらないコミュニケーションが苦手で、人間

関係を発展させ、維持し、それを理解する能力が欠

けています。二つ目は、ルチーンや儀式的な行動を

変えることができない、とても限られた変わりにく

い興味の持ち方などの限局的で反復的な行動のパ

ターンです。彼らは、一度習慣となったことは、手

を抜かずに続けることができますが、その行動を状

況に応じて変えることは苦手です。興味を持ったこ

とはとことん追い求めますが、興味のないことに関

心を向けることは難しいです。また、一度にたくさ

んの情報が入ると処理が追いつかなくなる、全体で

はなく部分に注意が向かいやすい、人の感情や意図

に注意が向かいにくい、「もし～なら」と考えるのが

苦手、見通しが立てにくい、「汎化」することが難し

いと言った特徴も併せ持っています。 

 こういう特徴を持った ASD の人は、まれに、わ

れわれ通常人には理解できない不可解な動機で犯

罪を犯すことがあります。これからお話しする事例

は、少し前に、新聞紙上で盛んに報道されたので、

ご存知の方も多いと思いますが、優秀な頭脳を持っ

た女子学生が起こした事件です。彼女の興味関心は、

「人が死ぬところを見てみたい」、「人が毒物を飲ん

だ時の変化を観察したい」、「焼死体が見てみたい」

という３点に集中していました。普通の人でも、そ

ういうことに興味を持つ人がいないとも限りませ

んが、その場合でも、それは興味の段階に留まって

います。しかし、彼女は、その興味を確かめるため

に、関係もない人を殺し、クラスメートや友人に毒

物を飲ませ、さらに家に火を点けました。彼女が、

こうしたことを実行できるのには、彼女のもう一つ

の特徴、すなわち、他人の感情を想像することがで

きないというコミュニケ―ションの能力が決定的

に欠けているということが大いに関係しています。

彼女は、本当に、反省するということの意味が理解

できません。これは決して悪ぶっている訳ではない

のです。 

 ここで、誤解のないように言っておかなければな

りません。ASD がこうした犯罪を起こしやすいと

いうことでは、決してありません。むしろ、その高

い知的能力を生かせるような事に興味を持てば、優

れた科学的業績を上げることができると思います。 

 われわれの周囲には、ASD の特徴を持った人が少

なからずいると思います。そういう人と例えば仕事

上の関係を持たなければならない時、その人の特性

を十分理解して、その人のもつ能力を最大限引き出

してあげること接し方を工夫することが大切だと

思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

卓話 



 

 

 

 

 

 

 

3 月までの寄付金は前年同期と比べて 6.6％減（普

通寄付金 0.7％増、特別寄付金 10.3％減）、約 8 千

万円の減少となりました。過去 2 年間、大口寄付が

続いたため、今年度の寄付金はかなり減少している

ようにも見えますが、7 月～3 月の累計額は、2010 

年度以降の同時期の平均額よりも上回っています。

残りの約 3 カ月は、特別寄付金が主な寄付金収入と

なります。引き続き、米山記念奨学事業へのご支援

をよろしくお願い申し上げます。 

 

遺言によって、指定した個人や団体へ指定した資産

を残すことを「遺贈」といいます。当会では 2000 

年度から、遺贈によるご寄付に対応するため「遺 

言寄付制度」を設けて、事業へご賛同いただける方

のご意志を募っています。大阪在住の米山学友で、

元関西米山学友会会長の林小微さん（台湾／1983-

84／和歌山東ＲＣ）は、2009 年 1 月、学友として

初めて遺言寄付を申請してくださいました。そして、

今年 3 月に事務局を再訪し、2 回目の遺言寄付を

申請されました。 

最初の申請の際は、寄付の事例として紹介すること

を固辞された林さんですが、今回は、「学友にもこの

ような制度があることを知ってほしい」との思いか

ら、紹介することを了承してくださいました。 

 

《林さんからのメッセージ》 

奨学会からの資料を見て「遺言寄付」という制度が

あることを知りました。2008 年に学友会の用事で

米山事務局を訪問したついでに、学友はできないの

か聞いてみたところ、「できるが、まだ例はない」と

のことでしたので、「では、その第一号になりましょ

う」と申し出ました。主人の了解も得られたので、

遺言寄付の申込書を提出し、今回は二度目の申込み

をしました。これで頂いた奨学金に対して、ご恩の

「倍返し」ができました。これから「10 倍返し」で

きるよう、長生きしながら頑張りたいと思います。 

 

2017 学年度の奨学生は 795 人となりました。新

規採用者が 615 人、継続者が 180 人です（4 月

10 日現在）。国・地域別にみると、中国が 39.5％、

次いでベトナム 13.8％、韓国 11.9％、台湾 5.0％ 

の順となっています。ベトナムは 2009 学年度以

降、台湾を抜いて 3 番目に奨学生数の多い国とし 

て著しく増加していましたが、今年は、韓国を抜い

て 2 番目に多い割合を占めています。プログラ 

ム別では、学部・修士・博士課程ロータリー米山記

念奨学金が 747 人（学部課程：292 人、修士課 

程：265 人、博士課程：190 人）、地区奨励奨学金

15 人、クラブ支援奨学金 2 人、海外学友会推薦 

奨学金 6 人、海外応募者対象奨学金 25 人となっ

ています。4 月～5 月にかけて各地区でオリエン

テーションが開催されます。オリエンテーション

は初めて学生とカウンセラーが出会う場であり、

奨学生としての義務やロータリーについて理解し

てもらう場です。確約書に署名をした後、正式に米

山奨学生となります。どうぞ温かくお迎えくださ

いますようお願いいたします。 

ハイライト米山より 


